
油脂から始まった高機能素材で、
持続可能な社会の未来を切り拓いていきます
私たちの祖業は、油脂化学です。

油脂に含まれる成分を加工・精製することで、

洗剤や食品など、幅広い製品の機能を高める素材を提供してきました。

そして現在も「挑戦」「公正」「調和」の価値観のもと、

その技術をさらに社会で役立てるよう、研究開発を続けています。

再生医療に求められるバイオ医薬品素材から、

宇宙開発に貢献するロケット用推進薬まで、

高機能素材を通じて、次世代に欠かせない化学の力を届けます。

経
営
理
念

バイオから宇宙まで、化学の力で新しい価値を
創造する企業グループとして、人と社会に貢献します。
「バイオから宇宙まで」のキャッチフレーズのもと、将来に向けて結束を強め、
ともに業績の向上を目指し、環境保全・安全への配慮といった社会との共生を基本方針とし、
化学企業として人と社会の発展に貢献することを、追求していきます。

経営理念体系

経営理念経営理念

価値観

行動規範

方針・宣言・ポリシー

企業倫理
規範

日油グループの事業活動の基本となるミッション（使命）・ビジョン（あるべき姿）を示す
「経営理念」、これを実践する上で大切にすべきバリューを示す「価値観」、業務において
具体的に行動するための心構えを示す「行動規範」を軸とする、経営理念体系としました。
これらのもとに「方針・宣言・ポリシー」を配し、「企業倫理規範」は経営理念体系の全
体に係る基礎と位置付けています。

日油グループの理念体系 GRI 2-6,23
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新たな
価値創造

デジタルトランス
フォーメーション
（DX）

コーポレート
ガバナンス

リスク
マネジメント

資源循環

労働安全衛生

ケミカル
セーフティ

事業を通じた
イノベーション

目指す3分野
への貢献

自然資本
の保全

レスポンシブル・ケア
（RC）
5つの安全

研究開発

社会課題

コンプライ
アンス CSR調達

人権
人的資本の
取り組み

P.059-073

P.030-031

P.054-057

P.189-198
P.082-087

P.177-188

P.172-175

P.94

P.159-162

P.146-149

P.163-171

P.075-081
P.208-220

P.054-056

P.107-111

挑 戦

調 和公 正
気候変動
への対応

P.134-145

価
値
観

経営理念を実践する上で、日油グループが重視する３つの「価値観」は次のとおりです。

挑戦
協働し、刺激しあい、失敗を恐れず、環境の変化に対応し、
従業員一人ひとりが成長を目指し、常に新たな領域へ挑み続けること

公正
社会の構成員として、高い倫理観を持ち、誠実に行動し、
価値観の多様性を受け入れる企業風土を築いていくこと

調和
安全を意識し、地球環境と調和しながら、互いを尊重し、
従業員個々の力を合わせて持続可能な社会と共生していくこと

行
動
規
範

「経営理念」と「価値観」に基づき、業務において具体的な行動を実践するための
心構えを示す「行動規範」は次のとおりです。

1 人と社会の発展のため、
最高の品質とサービスをグローバルに提供します。

2 総合力を発揮し、幅広い分野で新しい価値を創造する
先端技術と製品を開発します。

3 意欲的に挑戦し、自己の成長と充実した
ライフスタイルの実現を目指します。

4 多様な個性を尊重し、
高い倫理観と良識をもって公正に行動します。

5 安全や環境との調和を強く意識し、
個々の力を結集して社会的課題を解決します。

GRI 2-6,23日油グループの理念体系
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日 油

事業
部門

日油グループは、新たな製品・技術開発に挑戦します。

公募、産学官連携といった社外協創を経て、オープンイノベーションを推進し、

ニーズの高まりが予想される各市場において新たな事業領域を切り拓いていきます。 
研究開発挑 戦

6 つ の 重 点 事 業 領 域

方針・戦略
市場情報

技術情報
事業FS※結果

顧客ニーズ
の探索

新市場への
参入

Feasibility Study（フィージビリティスタディ）：計画したプロジェクトの実現性を事前に調査すること。※

産学委託研究公募

VC活用

産学官包括連携

研究
本部

大学

研究開発
機関

スタート
アップ

など

機能性食品素材医療・医療機器素材 機能性化学素材 エレクトロニクス素材医薬素材 自動車素材

技術連携

協創

技術連携

協創

協創

出資投資・支援・育成

業務提携（技術・資本）

委託研究
共同研究

連携研究ラボ

ベンチャー
キャピタル（VC） 業務提携（技術・資本）

3つの価値観をもとに取り組む価値創造 ｜ 「挑戦」×研究開発

N
OF CORPOR

ATION 
Sustainability Report

2026

008

コ
ン
テ
ン
ツ

理
念
／
価
値
観

価
値
創
造

ガ
バ
ナ
ン
ス

戦
略

経
済

社
会

R
Ｃ

巻
末
資
料



未来の社会、未来の日油グループをつくるために
新規事業を生み出し、次のステージに挑みます。

NOF VISION 2030への新たな挑戦
日油グループは、中期経営計画「NOF VISION 2030」

を策定し、2030年度のありたい姿に向け、2023年度

を起点とした2025中期経営計画を「収益拡大ステー

ジ」、�2028中期経営計画を「事業領域拡大ステージ」と位

置付け、事業の拡大を図っています。研究開発においては、

「『ライフ・ヘルスケア』『環境・エネルギー』『電子・情報』

の目指す3分野に向けた戦略投資で、新製品・新技術開発

を加速する」という目標を掲げました。　

この達成に向け、「成長市場分野において、スタートアッ

プ企業との協創や包括的産学連携を柱に市場優位性のあ

る新技術の導入による新規事業を創出する」という基本戦

略のもと、新たな重点事業領域を選定しました。

重点6分野で市場競争力を強化
重点事業領域として、集中投資を行う6分野（医薬素材、

医療・医薬機器素材、機能性化学素材、機能性食品素材、エ

レクトロニクス素材、自動車素材）を選定しました。各分野で

は、さらなる市場競争の激化が予想されています。産学官

連携やベンチャーキャピタル（VC）との協創についても、こ

の6分野を中心に研究開発を推進しています。

医薬素材や医療・医療機器素材では、今後大きな成長が

期待される再生医療分野でいち早く参入できるよう、研究

開発や事業化に向けた体制を整えています。機能性化学素

材では、バイオマスや微生物培養技術を活用したバイオ化学

品を製造するなど、持続可能な社会に対する取り組みを推

進します。機能性食品素材は、美容、生活習慣病、免疫、脳機

能の4分野に効果のある、健康食品素材の開発を目標に、す

べての人々が健康に生活できるよう、新たな素材に対する

検討を重ねています。エレクトロニクス素材では、半導体や

高速通信用素材などの新素材の製品化に向け、開発を進め

ています。

取締役 常務執行役員 研究本部長 工学博士

姜 義哲

挑 戦

3つの価値観をもとに取り組む価値創造 ｜ 「挑戦」×研究開発
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外部組織との連携で新規事業を創出
重点6分野の強化に向け、産学委託研究公募、ベンチャー

キャピタル（VC）活用、産学官包括連携などの社外協創を

経て、オープンイノベーションヘの参画を継続しています。外

部機関と連携することで、既存の事業領域にとらわれない、

新たな技術・事業の発掘が期待できます。

産学委託研究公募は、豊かで持続可能な社会の実現のた

めの新たな価値を提供することを目的とし、日本および世

界の大学・研究機関・スタートアップ企業などを対象に、日

油との協創により各分野に関連する新製品・新技術の開発

を目指す目的で、研究テーマを募集する制度です。2021

年度は機能性化学分野、2022年度はエレクトロ二クス分野

と健康食品分野、2023年度は医療・医療機器分野におい

て成果を上げてきました。さらに2025年度は技術の進歩

が著しいエレクトロニクス分野の公募を再度実施し、今後の

市場成長が期待され、かつ当社技術の活用可能性が見込ま

れる、3つの研究テーマを採択しました。採択テーマの研究

をスタートするとともに、これまで公募を実施してきた各分

野のテーマについてのさらなる深掘り研究も継続します。

2024年1月には、優れた技術・事業へ投資を行うベン

チャーキャピタル（VC）、ユニバーサルマテリアルズインキュ

ベーター㈱のVCファンドに出資しました。出資先企業をビ

ジネスパートナーとして協創を行い、有望技術を育成し、

オープンイノベーションを展開します。

また日油は、産総研グループ（国立研究開発法人産業技

術総合研究所および株式会社AIST Solutions）と2024

年4月1日に、「日油-産総研 スマート・グリーン・ケミカル

ズ連携研究ラボ」を設立しました。研究対象領域は、グリー

ンケミカル、省エネルギー、脱炭素技術等の分野を広く網羅

し、日油の独自技術と産総研グループが保有する触媒技術

やバイオものづくり技術などを融合し、環境調和型の化学

品開発を行っています。2025年度には連携ラボにてルイ

ス酸系触媒を共同開発し、環境負荷が低く生産性の高い製

造プロセスを脂肪酸エステル製品に導入しました。低色相、

低臭気製品として離型剤や化粧品用途として展開していま

す。今後も革新的なエコロジカル製品の開発を目指し、連携

ラボを通して産学官包括連携を推進します。

新製品・新技術への挑戦は全社の将来を担う人材育成に

つながります。目の前の顧客課題を解決するだけでなく、会

社全体の将来を考え、方向性を定めることが研究本部の役

割だと考えています。研究本部の一人ひとりが「自ら考え、

実践する」自発的な従業員となれるよう、社内の研修や教

育制度を使って受け身の姿勢で学ぶだけでなく、リーダー

シップの向上を支援します。さらに、自己啓発ができるよう

な、従業員の成長を促す環境づくりに努め、個人とチームの

カで挑戦を続けます。 P.054-056

重点事業領域 6分野

医薬素材

機能性
食品素材

機能性
化学素材

自動車素材

医療・
医療機器素材

エレクトロ
ニクス素材

医薬、医療・医療機器

機能性化学

自動車

エレクトロニクス

機能性食品

細胞処理、
評価技術

バイオ生産技術

熱制御技術 低誘電型芳香族
化合物合成技術

現事業

健康食品素材事業
バイオ化学素材事業

熱制御素材事業

光機能性素材事業
二次電池用
素材事業

高熱伝導性絶縁素材事業
高速通信用素材事業
● 機能性ポリイミド

診断薬素材事業

研究開発による新規事業の創出

新規事業既存技術 獲得・導入技術

再生医療素材事業
● 細胞凍結保存液

P.056

3つの価値観をもとに取り組む価値創造 ｜ 「挑戦」×研究開発
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日油グループは、人権問題について広く捉えています。

対社外ではサプライヤーとの関係構築に向けて、対社内では従業員の連携を高めるために。

どちらも「公正」の価値観を軸として、企業価値の向上を進めていきます。
人権公 正

人権

人
権
方
針

デュー・ディリジェンス

従
業
員

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

●エンゲージメン
トサーベイ

● 内部通報
● 人権リスクアセ
スメント

人権侵害の

特定

● CSRアンケート
● 紛争鉱物調査票
● 人権リスクアセ
スメント

● 研 修 、日 油グ
ループ企業倫理
規範、社内報な
どによる啓発

人権侵害の

防止・軽減

● 面談

●エンゲージメン
トサーベイ

● 内部通報

取り組みの

実証・評価

● CSRアンケート
● 紛争鉱物調査票

取り組みの

情報開示

● 統合報告書
● 動画教材、社内報
など

● Webサイト
● 統合報告書

救
済

救
済

人的資本
の強化

事業の
発掘・強化
リスク軽減

競争力
強化

企業価値
の向上

3つの価値観をもとに取り組む価値創造 ｜ 「公正」×人権 GRI 2-23,24
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企業、そして人間の「当たり前」に立ち返り、
サプライヤーや従業員の関係強化を図ります。

企業存続の鍵は、公正に対する意識の向上
当社グループが掲げる「挑戦」「公正」「調和」という価値

観において、「公正」はすべての企業とすべての従業員が意

識すべき前提です。今、国内企業では、品質不正やデータ改

ざんの問題が相次いで発生しています。従業員は、組織の

ためだけではなく、一人の人間として公正への意識を持ち、

正しい判断を下し続けることが、企業存続における重要課

題だと考えています。そして、社外との窓口である営業をは

じめ、新規サプライヤーの発掘や、新製品・新技術開発に取

り組むのは、当社の従業員です。個々の特性が混ざり合い、

心理的安全性を保って働き続けられる組織となるよう、当

社全体で、公正に対する考え方を各従業員へと浸透させて

いきます。

また、当社はこれまでも多くのサプライヤーと取引を行っ

てきましたが、取引を決定し、これを継続するためには、す

べてのサプライヤーに対しても「公平・公正な対応」が求め

られます。当社従業員とサプライヤーの皆さまなど、とも 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

に����������働く人々との関係を強化するためにも「公正」という価値

観を共有していきます。

サプライヤーとの永続的取引で事業を拡大
企業の人権問題は、社会的に大きな注目を集めてい

ます。2022年には、経済産業省から「責任あるサプライ

チェーン等における人権尊重のためのガイドライン」が公表

され、当社も人権方針の策定や、人権デュー・ディリジェンス

（人権DD）、救済の実施に向けて、当社独自のアクションプ

ランを策定、継続しています。なかでも、人権DDと対象者

の救済は、今後も全社で注力すべきテーマだと考えていま

す。

特に資材部では、社外に対する取り組みとして、各サプ

ライヤーを対象とした調査・面談を実施しています。CSR※

アンケートや責任ある紛争鉱物調査票の活用により、環境

保全や労働安全に対する意識調査を行い、課題を持つサプ

ライヤーに対しては、面談を通じてともに対応策を協議し、 

 

 

理事 資材部長

陣内 孝教
特別理事 法務部長

梶川 博行
CSR：企業の社会的な責任※

公 正

3つの価値観をもとに取り組む価値創造 ｜ 「公正」×人権 GRI 2-23,24
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効���果を改めて評価することで、当社独自のフォロー体制を

構築しています。

今後の展開としては、①「公正」な価値観に基づく行動、

②CSR調達の推進が挙げられます。

「公正」な価値観に基づく行動については、価格・品質と

いった従来の評価項目に加え、環境・人権に対する取り組

みなども取引条件に追加した上で、公平・公正な競争環境

を提供し、当社とサプライヤーとのパートナーシップの強化

を図ります。

CSR調達の推進については、アンケートでの調査・面談

を継続するほか、CSR調達基準を契約文書にも反映させ

ることで、事業継続に対するリスクの軽減を図り、企業とし

ての社会的責任を遂行します。そして、このCSR調達を通

して、当社のブランド価値を向上させることで、安定調達に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

と�どまらず、新たなサプライヤーの発掘や、ビジネス機会の

創出につなげ、事業における競争力の向上に貢献します。

意見を広く募り、「働きやすい会社」へ
法務部では、組織の状態を可視化するため、エンゲージメ

ントサーベイを実施しています。当調査では自由記述欄を設

け、「ジェンダーに対する差別はないか」「社内制度は使い

やすいか」など、従業員から広く意見を募っています。そし

て、回答は法務部内で確認し、従業員の要望に沿った施策

を適宜、検討・実施しています。なかでも、従業員の問題意

識が直接反映される内部通報に対しては、顕在化した問題

は氷山の一角だという意識を持ちながら、個々のケースに

沿った対応策を講じていきます。

今後の展開としては、「公正の価値観や、人権に対する意 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

識の浸透」が挙げられます。単に社内ルールを細分化する

だけでなく、ルールの存在する意味を従業員が理解できる

よう、規定や制度のアップデート、教育に努め、自立型人材

の育成や従業員同士の切磋琢磨により、人的資本の質を高

めます。

「公正」であることは、ビジネスで絶対に無視できない基

盤です。当社では、従業員・サプライヤーに対する人権の取

り組みで、事業の発掘・強化・リスク軽減を図るとともに、

市場競争力を強化し、企業価値の向上を目指します。

CSR調達方針

私たちは、国内外の諸法規を遵守し、
企業倫理に基づいた公正な取引を行います。

私たちは、環境・安全・健康・品質に責任を持ち、
地球環境に配慮した調達を実施します。

私たちは、非常事態への迅速な対応と
的確な情報開示をします。

私たちは、品質・価格・納期などを勘案し、
公正な判断で取引先を選定します。

私たちは、取引先の選定にあたって国内外の
企業に対し公平な取引機会を提供します。

アンケート項目

I. CSRに関わるコーポレートガバナンス

Ⅱ. 人権

Ⅲ. 労働

Ⅳ. 環境

Ⅴ. 公正な企業活動

Ⅵ. 品質・安全性

Ⅶ. 情報セキュリティ

Ⅷ. サプライチェーン

Ⅸ. 地域社会との共生

3つの価値観をもとに取り組む価値創造 ｜ 「公正」×人権 GRI 2-23,24
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自然・社会
との調和

日油グループは、幅広い事業を営む化学メーカーとして自然環境や社会環境との調和を目指してきました。

これからも、事業を拡大しながら企業の社会的責任を果たし、安全・安心な事業活動を継続していきます。RC活動調 和

RC活動

5つの
安全

日油グループの

製品安全 不適正事案ゼロ ● 化学物質規制法令への確実な対応

設備安全 設備災害ゼロ
● 自然災害への対応
● 新設・変更時のアセスメントの実施
● 技能・技術の伝承

環境安全 環境負荷物質
排出ゼロ

● 気候変動への対応（温室効果ガス排出量の削減）
●ＰＲＴＲ法対象物質の大気排出量削減
● 産業廃棄物の管理と削減（ゼロエミッション）
● 環境関連設備の安定稼働
● 生物多様性への対応

労働安全 休業災害ゼロ ● 不安全行動、不安全状態の撲滅
● 交通災害の撲滅

物流安全 物流災害ゼロ ● 安全な物流の推進

3つの価値観をもとに取り組む価値創造 ｜ 「調和」×RC活動 GRI 403-1,3
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今後も日油グループが自然や社会と共生するために、
5つの安全活動で、「ゼロ」の達成を目指します。

���

RC活動と社会との対話を通して、調和を実現
化学品を取り扱う当社グループでは、化学品の開発から、

製造・物流・使用・最終消費を経て廃棄に至るすべての過

程において、環境・健康・安全を確保し、その成果を公表し、

社会との対話・コミュニケーションを行うレスポンシブル・

ケア（RC）活動を展開しています。また、RC活動のテーマを

「環境安全」「設備安全」「製品安全」「労働安全」「物流安

全」からなる「5つの安全」と定め、1995年より施策を開

始し、PDCAサイクルを回すことで、着実なレベルアップに

努めています。さらに、現在は自然環境や社会環境との調

和を図るため、5つの安全に対する最終目標として各項目の

「ゼロ」達成を掲げています。

環境負荷物質の排出を抑制
当社の「環境安全」では、環境負荷物質排出ゼロを目指

します。気候変動への対応については、2050年のカー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボン�����������ニュートラル達成を目指し、2030年度目標として

「対�2013年度40％削減」を設定。低負荷エネルギー源へ

の転換、非電化設備の電化、生産工程の見直しなどの施策

の積み上げと実践により、温室効果ガス（GHG）排出量の

低減に取り組んでいます。また、従業員の省エネルギー意識

を高めるため、エネルギー使用量の「見える化」や、インター

ナルカーボンプライシング（ICP）の導入検討を進めること

で、エネルギーの効率利用を推進します。

PRTR法※対象物質の大気排出量削減については、収益

拡大との両立を図りつつ、排出量が年170トン以下となる

よう管理に努め、さらに製造工程の見直しや回収技術を高

めるなど、抜本的な取り組みを推進しています。

これらの取り組みに加え、プラスチックを含めた産業廃棄

物の削減やリサイクル、環境関連設備の安定稼働を通じて、

自然環境の改善に貢献します。

調 和

※「特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律（化管法）」に基づき、特定化学物質の環境への排出量および移動量を事業者が国
に届け出し、国が公表する制度（PRTR制度）を本報告書では「PRTR法」と表記しました。

常務執行役員 技術本部長

本多 義敬

3つの価値観をもとに取り組む価値創造 ｜ 「調和」×RC活動 GRI 403-1,3
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すべてのステークホルダーに安全と安心の環境を
当社は化学物質を扱う企業として、従業員や地域社会、

お客さまなどさまざまなステークホルダーの安全と安心の

ため、社会環境の改善を図ります。

「設備安全」では、従業員や地域住民の健康・安全維持

のため、「設備災害ゼロ」を目指します。目標達成に向けて

は、設備の新設や変更時におけるアセスメント（客観的な評

価や分析）の実施や、社内教育における安全に関連した技

能・技術の伝承など、事故を未然に防ぐ施策を実行してい

ます。さらに、災害などの緊急事態に備えた事業継続計画

（BCP）として、設備の防災・減災対応や定期的な防災訓

練を行い、自然災害時においても被害の抑制と事業継続を

両立できるよう努めています。

「製品安全」では、法規制やガイドラインを遵守し、顧客に

正しい情報を伝えることで、「不適正事案ゼロ」を目指しま

す。さらに、全社で化学物質データベースを構築しました。

これまで各部署で収集していた情報を、全社システムとして

一元管理することにより、情報の精度を高めて法改正にも 

 

 

 

 

 

 

 

 

迅���������速に対応できるようになります。お客さまに安心して製品

をお使いいただくためにも、引き続き化学物質規制法令に

対する確実な対応を講じていきます。

「労働安全」では、働く人々の安全と健康を守るため、

「休業災害ゼロ」を目指します。感性の向上と安全行動の

徹底や教育・訓練の実施により、「不安全行動、不安全状態

の撲滅」「交通災害の撲滅」を図ります。

「物流安全」では、物流における事故や災害の防止に努

め、「物流災害ゼロ」を目指します。特に、事故による化学物

質の漏洩・流出を防ぐとともに、有事に適切に対応するた

め、安全データシート（SDS）やイエローカードを作成し、関

係者へ欠かさず情報を提供しています。また、物流会社との

コミュニケーションや指導を徹底することで、さらなる安全

管理に努めます。

当社グループは、CSRの中核にRC活動を据え、今後もさ

まざまなステークホルダーに安全・安心を届けていきます。

製品安全

環境に配慮した製品の開発 CSR調達の推進

研究開発 調達

・環境安全関連データ
（安衛法、化管法、毒劇法など）
・数量の集計、管理
（化審法、REACH規則など）
・含有物質調査

化学物質総合管理システム

化学物質情報

製品・
原材料組成

製造／
購入（輸入）／
販売データ

データベース

規制情報 品目組成情報

化学物質情報

法規制情報

日油

・納入仕様書
・SDS
・化学物質含有調査書
・法規制適合証明書
・chemSHERPA
　　　　　　　など

納入製品

顧客

P.094

化学物質データベースの構築イメージ

3つの価値観をもとに取り組む価値創造 ｜ 「調和」×RC活動 GRI 403-1,2,3
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